
現在の砂津大橋付近

新門司地区複合公共施設
（右側が新門司体育館）

砂
津
大
橋
付
近
の
早
期
改
良
を
！

▼
交
通
渋
滞
解
消
の
た
め
に
▲

議

員

重
要
な
物
流
幹
線
道
路
で

あ
る
国
道
１
９
９
号
は
、

砂
津
大
橋
西
側
の
交
差
点
で
直
角
に
曲

が
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
特
に
大
型
車
両
が
曲
が

り
に
く
く
、
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、
円

滑
な
交
通
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
１
日

も
早
い
改
良
工
事
が
必
要
で
は
な
い
か
。

建

設

局

長

こ
の
問
題
を
改
善
す
る
た

め
、
平
成
１７
年
度
か
ら
港

湾･

河
川
管
理
者
と
の
協
議
や
、
地
元
・

漁
協
に
工
事
の
説
明
を
す
る
な
ど
準
備

を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
よ
う
や

く
来
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
目
途

が
立
っ
た
。

工
事
の
内
容
は
、
国
際
会
議
場
入
口

交
差
点
か
ら
末
広
一
丁
目
ま
で
を
４
車

線
に
拡
幅
し
、そ
の
区
間
内
に「（
仮
称
）

新
砂
津
大
橋
」
を
整
備
す
る
も
の
で
、

総
事
業
費
は
約
４５
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。ま

ず
、
来
年
度
、
設
計
に
着
手
し
、

全
体
の
完
成
は
平
成
２０
年
代
半
ば
頃
を

予
定
し
て
い
る
。

今
後
も
、
地
元
や
関
係
機
関
の
理
解
、

協
力
を
得
な
が
ら
、
早
期
完
成
に
向
け

整
備
を
進
め
た
い
。

不
祥
事
撲
滅
へ
の
市
長
の
決
意
を
！

議

員

市
営
バ
ス
の
不
正
乗
車
や
、

飲
酒
運
転
事
故
な
ど
、
多

発
す
る
職
員
の
不
祥
事
を
受
け
て
、
不

祥
事
防
止
対
策
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら

れ
、
２
か
月
間
の
審
議
を
経
て
、
市
長

へ
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
不
祥
事
撲
滅
に
向
け
た
、

市
長
の
決
意
を
尋
ね
る
。

市

長

同
委
員
会
か
ら
、
当
面
の

再
発
防
止
策
と
し
て
、
具

体
策
を
盛
り
込
ん
だ
報
告
を
受
け
、
各

部
署
に
対
し
、
内
容
の
周
知
徹
底
と
と

も
に
、
実
行
計
画
に
基
づ
い
て
、
直
ち

に
対
応
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

不
祥
事
の
防
止
に
は
、
日
頃
か
ら
の

事
務
改
善
へ
の
取
組
と
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
よ
り
、
職
場
の
意

識
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
不
断
の
努
力
が
、

不
祥
事
を
起
こ
さ
な
い
職
場
風
土
の
形

成
に
繋
が
る
と
確
信
し
て
い
る
。

当
面
は
、
新
た
な
防
止
策
の
徹
底
を

図
っ
て
い
く
。
な
お
、
同
委
員
会
は
常

設
と
し
て
お
り
、
今
後
も
、
よ
り
効
果

的
な
防
止
策
を
常
に
模
索
し
、
引
き
続

き
不
祥
事
撲
滅
と
職
場
風
土
の
改
善
に

取
り
組
み
た
い
。

零
細
中
小
企
業
へ
の
振
興
策
に
つ
い
て

▼
地
場
の
土
木
建
築
業
▲

議

員

本
市
は
、
零
細
中
小
企
業

で
成
り
立
っ
て
き
た
「
ま

ち
」
で
あ
り
、
今
も
そ
の
実
態
は
変
わ

ら
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
本
市
を
支
え
て

き
た
、
土
木
建
築
業
な
ど
の
零
細
中
小

企
業
へ
の
振
興
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

市

長

公
共
事
業
削
減
の
中
で
、

厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
土

木
建
築
業
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
、

民
間
需
要
の
開
拓
と
経
営
体
質
の
強
化

を
図
り
な
が
ら
、
新
し
い
事
業
分
野
へ

の
進
出
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
市
と
し
て
も
、
地
元
中
小

企
業
へ
の
公
共
事
業
の
発
注
率
向
上
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
分
野
へ
の
進

出
を
促
進
す
る
た
め
の
資
金
支
援
な
ど

を
強
化
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
本
年
立
ち
上
げ
た
「
産
業

雇
用
戦
略
本
部
」
の
中
で
、
地
域
の
雇

用
の
受
皿
と
し
て
も
重
要
な
零
細
中
小

企
業
の
支
援
に
つ
い
て
議
論
し
、
効
果

的
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

地
域
住
民
に
活
動
拠
点
を
！

▼
小
倉
北
区
・
旧
米
町
校
区
▲

議

員

旧
米
町
校
区
に
は
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が

な
く
、
住
民
は
大
変
な
不
便
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
小
倉
駅
南
口
再
開
発
ビ
ル

に
、
住
民
が
利
用
で
き
る
公
共
施
設
を

設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
市

民
局
長

旧
米
町
校
区
は
、
旧
堺
町

・
旧
天
神
島
と
統
合
さ
れ
、

現
在
、
小
倉
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
て
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
統
合
に
よ
り
校
区
が
広
く

な
り
、
市
民
セ
ン
タ
ー
が
遠
く
な
っ
た

こ
と
や
、
投
票
所
が
頻
繁
に
変
更
さ
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
活
動
拠
点
や
投
票

所
と
し
て
も
活
用
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
の
設
置
を
、
地
元
が
強
く
要
望

し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

現
在
、
市
民
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
構
想
の
策

定
に
向
け
、
準
備
し
て
い
る
。

こ
の
構
想
の
中
で
、
旧
米
町
校
区
の

よ
う
な
統
合
校
区
に
お
け
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
あ
り
方
も
検
討
し
た

い
。市

民
に
身
近
な

公
共
事
業
の
進
め
方
は
？

議

員

必
ず
し
も
公
共
事
業
を
否

定
す
る
の
で
は
な
く
、
市

民
生
活
に
身
近
な
分
野
に
は
必
要
な
事

業
も
あ
る
。
例
え
ば
、
不
足
し
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
や
、
自
転
車
を

利
用
し
や
す
い
道
路
、
障
が
い
者
用
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
は
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

市

長

ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
こ
れ
ま

で
、
老
朽
化
や
市
民
要
望

を
踏
ま
え
た
改
修
や
、
地
域
の
中
核
と

な
る
若
松
武
道
場
・
新
門
司
体
育
館
の

整
備
等
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
は
、
近

年
の
国
際
大
会
等
に
お
け
る
施
設
基
準

の
変
更
な
ど
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
道
路
に
つ
い
て
は
、
小
倉
駅

周
辺
な
ど
で
、
歩
行
者
も
自
転
車
も
安

心
し
て
通
行
で
き
る
幅
３
メ
ー
ト
ル
以

上
の
歩
道
を
、
毎
年
着
実
に
整
備
し
て

い
る
。

全
国
的
に
歩
行
者
と
自
転
車
の
事
故

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
警
察
と
も
対

策
を
協
議
し
な
が
ら
、
幅
の
広
い
歩
道

を
、
歩
行
者
の
多
い
市
街
地
で
引
き
続

き
整
備
す
る
。

ま
た
、
障
害
者
用
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
共
に
楽
し

め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
ス
ロ
ー
プ
や
障
害
者
用
ト

イ
レ
の
設
置
な
ど
、
既
存
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
努
め
て
き
た
。

さ
ら
に
、
思
永
中
学
校
の
プ
ー
ル
を

授
業
以
外
は
市
民
に
開
放
す
る
予
定
で

あ
る
が
、
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
障
害

者
も
使
い
や
す
い
も
の
に
し
て
い
き
た

い
。

●３


